
 アプリケーションノート 
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要旨 

本仕様書は SH7752 グループの ETHER(Ethernet Controller)ドライバについて説明します。 

対象デバイス 

SH7752 

動作環境 

本仕様書に示す ETHER ドライバの動作環境を以下に示します。 

-  評価ボード SH7752 グループ EVB ボード：R0P7752C00000RZ 
 

- ソフトウェア : High-Performance Embedded Workshop- Ver 4.09.00.007 

: Toolchain - Ver 9.4.1.0 

: OptLinker - Ver 10.01.00 

: SH アセンブラ - Ver 7.01.02 

: SH C/C++コンパイラ- Ver 9.04.01 

: SH C/C++ライブラリジェネレータ - Ver 3.00.03 

- エミュレータ : E10A エミュレータ Ver 3.03.00 
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1. 機能概要 

本ドライバは SH7752 に搭載されている ETHER モジュールを使用し、イーサネットによる通信をする
為の関数群で構成されています。 

 

1.1 主な機能 

ETHER ドライバの主な機能を以下に示す。 

・初期化、起動／停止設定 

・PHY 初期化、オートネゴシエーション 

・データ送受信 

 

1.2 関連ドキュメント 

 

SH7752 グループ ユーザーズマニュアル：ハードウェア編 Rev.1.00 
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2. ドライバ仕様 

 

2.1 関数一覧 

表 1に、ETHERドライバの関数一覧を示す。 

 

表 1. ETHERドライバ関数一覧 

分類 関数名 機能概要 スタックサイズ

通信関数 R_ETHER_Open 通信開始処理 48 バイト 

 R_ETHER_Write データ送信処理 40 バイト 

 R_ETHER_Read データ受信処理 48 バイト 

 R_ETHER_Close 通信停止処理 8 バイト 

割り込みハンドラ関数 R_ETHER_Eint0Interrupt EINT0 割り込みハンドラ※ 0 バイト 

 R_ETHER_Eint1Interrupt EINT1 割り込みハンドラ※ 0 バイト 

 

※EINT0、EINT1 割り込みは、本ドライバでは使用しません。 

 

 

2.2 エラーコード一覧 

表 2にETHERドライバのエラーコード一覧を示す。 

表 2. ETHERドライバエラーコード一覧 

値 エラーコード（マクロ定義） エラー内容 

0 RET_NORMAL 正常終了 

-1 RET_ERR_PARAM1 第 1 引数不正 

-2 RET_ERR_PARAM2 第 2 引数不正 

-3 RET_ERR_PARAM3 第 3 引数不正 

-4 RET_ERR_PARAM4 第 4 引数不正 

-20 RET_ERR_ETHER_PHY PHY デバイスアクセスエラー 

0 RET_ERR_ETHER_NO_RXDATA 受信データなしエラー 

 



SH7752 グループ ETHER ドライバソフトウェア 

R01AN1136JJ0101 Rev.1.01  Page 5 of 15 

2012.7.11  

 

3. 関数 

本章では、ETHER ドライバの各関数仕様詳細を示す。各関数詳細の読み方は以下のとおりです。 

 

  

関数名 分類

機能概要 

 

書式 関数の呼び出し形式を示します。#include “ヘッダファイル”で示すヘッダファイルは、 

この関数の実行に必要な標準ヘッダファイルで、必ずインクルードする。 

 

引数 I,O は、引数がそれぞれ入力データ、出力データであることを意味する。 

  

戻り値 関数の戻り値を示す。 

  

解説 関数の仕様について説明する。 

  

注意事項 注意事項があればここに示す。 
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R_ETHER_Open 通信関数

初期化／起動処理  

  

書式 #include  “r_common.h” 

#include  “r_sh7752.h” 

#include  “r_ether_if.h” 

char_t R_ETHER_Open( uchar_t uc_ch, uchar_t uc_mac_addr[] ); 

  

引数 uchar_t uc_ch I チャネル番号（0：チャネル 0、1：チャネル 1）

 uchar_t uc_mac_addr[] I MAC アドレス 

   

戻り値 RET_NORMAL 正常終了 

 RET_ERR_PARAM1 第 1 引数不正 

 RET_ERR_ETHER_PHY_ACCS PHY デバイスアクセスエラー 

  

解説 本関数は、ETHER の初期化、起動処理を行う。 

引数“uc_ch”に指定した ETHER チャンネルの初期化及び、接続 PHY デバイスの初期化とオート

ネゴシエーション処理を行い、ETHER を通信状態にする。 

本関数コール後、データ送受信関数（R_ETHER_Write、R_ETHER_Read）をコールすることにより、

Ethernetによるデータ送受信ができる。 

  

注意 本関数をコールする前に、指定 ETHER チャネルを接続状態にしておくこと。 

指定 ETHER チャネルが停止状態で、本関数をコールすること。 
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R_ETHER_Write データ通信関数

データ送信処理  

  

書式 #include  “r_common.h” 

#include  “r_sh7752.h” 

#include  “r_ether_if.h” 

char_t R_ETHER_Write( uchar_t uc_ch, uchar_t *puc_buff, ulong_t ul_size ); 

  

引数 uchar_t uc_ch I チャネル番号（0：チャネル 0、1：チャネル 1）

 uchar_t *puc_buff I データ格納元領域先頭アドレス（4 バイト境界）

 ulong_t ul_size I データサイズ（バイト単位） 

    

戻り値 RET_NORMAL 正常終了 

 RET_ERR_PARAM1 第 1 引数不正 

 RET_ERR_PARAM2 第 2 引数不正 

 RET_ERR_PARAM3 第 3 引数不正 

  

解説 本関数は、データ格納元領域先頭アドレスからデータサイズで、指定 ETHER チャンネルの送信バッ

ファへのデータ書き込み及び、送信処理を行う。 

送信バッファへのデータ書き込み後、送信が停止状態の場合、送信の再開処理を行う。 

  

注意 本関数をコールする前に、R_ETHER_Open関数をコールし、指定ETHERチャネルをデータ通信可能

状態にしておくこと。 
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R_ETHER_Read データ通信関数

データ受信処理  

  

書式 #include  “r_common.h” 

#include  “r_sh7752.h” 

#include  “r_ether_if.h” 

long_t R_ETHER_Read( uchar_t uc_ch, uchar_t *puc_buff ); 

  

引数 uchar_t uc_ch I チャネル番号（0：チャネル 0、1：チャネル 1） 

 uchar_t *puc_buff I データ格納先領域先頭アドレス（32 バイト境界）

    

戻り値 H’00000020～H’000005EE 受信データサイズ 

 RET_ERR_PARAM1 第 1 引数不正 

 RET_ERR_PARAM2 第 2 引数不正 

 RET_ERR_ETHER_NO_RXDATA 受信データなし 

  

解説 本関数は、指定 ETHER チャネルの受信バッファよりデータを取得し、データ格納先領域先頭アドレ

スから格納する。 

受信が停止状態で、かつ受信バッファにデータがない場合、受信の再開処理を行う。 

  

注意 本関数をコールする前に、R_ETHER_Open関数をコールし、指定ETHERチャネルをデータ通信可

能状態にしておくこと。 
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R_ETHER_Close データ通信関数

停止処理  

  

書式 #include  “r_common.h” 

#include  “r_sh7752.h” 

#include  “r_ether_if.h” 
char_t R_ETHER_Close( uchar_t uc_ch ); 

  

引数 uchar_t uc_ch I チャネル番号（0：チャネル 0、1：チャネル 1）

    

戻り値 RET_NORMAL 正常終了 

  

解説 本関数は、ETHER の停止処理を行う。 

本関数は、引数“uc_ch”に指定した ETHER チャンネルを停止し、通信停止状態にする。 

データ通信の終了及び、中断する時、本関数を使用してください。 

  

注意 指定 ETHER チャネルが通信状態で、本関数をコールすること。 
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R_ETHER_Eint0Interrupt 割り込みハンドラ関数

EINT0 割り込みハンドラ  

  

書式 #include  “r_common.h” 

#include  “r_sh7752.h” 

#include  “r_ether_if.h” 
void R_ETHER_Eint0Interrupt( void ); 

引数 なし   

    

戻り値 なし  

  

解説  

  

注意 本ドライバでは、EINT0 割り込みを使用しません。 
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R_ETHER_Eint1Interrupt 割り込みハンドラ関数

EINT1 割り込みハンドラ  

  

書式 #include  “r_common.h” 

#include  “r_sh7752.h” 

#include  “r_ether_if.h” 
void R_ETHER_Eint1Interrupt( void ); 

引数 なし   

    

戻り値 なし  

  

解説  

  

注意 本ドライバでは、EINT1 割り込みを使用しません。 
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4. 動作条件 

 

4.1 ポートについて 

本デバイスドライバ使用時は、各ポートの有効状態で使用すること。表 3に有効の設定が必要ポー
トを示す。 

表 3. ポート設定一覧 

GPIO レジスタ ビット 設定 

PACR PA3MD 0 : ET0-MDC 機能を設定する 

 PA2MD 0 : ET0-MDIO 機能を設定する 

 PA1MD 0 : ET1-MDC 機能を設定する 

 PA0MD 0 : ET1-MDIO 機能を設定する 

PECR PE7MD 0 : RMII0-CRS_DV 機能を設定する 

 PE6MD 0 : RMII0-TXD1 機能を設定する 

 PE5MD 0 : RMII0-TXD0 機能を設定する 

 PE4MD 0 : RMII0-TXEN 機能を設定する 

 PE3MD 0 : RMII0-REFCLK 機能を設定する 

 PE2MD 0 : RMII0-RXD1 機能を設定する 

 PE1MD 0 : RMII0-RXD0 機能を設定する 

 PE0MD 0 : RMII0-RX_ER 機能を設定する 

PFCR PF7MD 0 : RMII1-CRS_DV 機能を設定する 

 PF6MD 0 : RMII1-TXD1 機能を設定する 

 PF5MD 0 : RMII1-TXD0 機能を設定する 

 PF4MD 0 : RMII1-TXEN 機能を設定する 

 PF3MD 0 : RMII1-REFCLK 機能を設定する 

 PF2MD 0 : RMII1-RXD1 機能を設定する 

 PF1MD 0 : RMII1-RXD0 機能を設定する 

 PF0MD 0 : RMII1-RX_ER 機能を設定する 

PSEL1 PF2SEL 0 : RMII1-RXD1 機能を設定する 

 
 

4.2 割り込みについて 

本デバイスドライバの割り込みハンドラ関数使用時は、各割り込み要因許可状態で使用すること。
また、割り込みベクタテーブルに各割り込みハンドラ関数を登録すること。表 1に登録が必要な割り込
みハンドラ関数を示す。 

 

表 4. 割り込みベクタテーブル設定関数一覧 

割り込み要因番号 割り込み要因 割り込みハンドラ関数 

H’0C80 EINT0 R_ETHER_Eint0Interrupt（※） 

H’0CA0 EINT1 R_ETHER_Eint1Interrupt（※） 

 

※EINT0、EINT1 割り込みは、本ドライバでは使用しません。したがって、割り込みベクタテーブル
の設定も必須ではありません。 
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4.3 使用メモリ領域について 

本デバイスドライバで使用するメモリ領域を表 5に示す。 

 

表 5. メモリ使用量一覧表 

内容 セクション 属性 バイト数 備考 

プログラムコード P code, align=4 5088 バイト  

定数データ C data, align=4 13 バイト  

初期値ありデータ D data, align=4 208 バイト  

B B_ETH_TX_DESC data, align=4 48 バイト 16 バイト境界 

 B_ETH_RX_DESC data, align=4 48 バイト 16 バイト境界 

 B_ETH_TX_BUFF data, align=4 4608 バイト 4 バイト境界 

初期値なしデータ 

 B_ETH_RX_BUFF data, align=4 4608 バイト 32 バイト境界 
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5. 付録 

 

5.1 ドライバ関数の使用例 

ETHERドライバの使用例を図 1に示す。 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Application ETHER

R_ETHER_Open ETHER初期化、PHY設定、起動処理

R_ETHER_Close ETHER停止処理

R_ETHER_Write /
R_ETHER_Read

データ送信処理 / データ受信処理

ETHERI割り込み許可、レベル設定

ETHERポート設定
ETHER初期設定処理

(＊)

(＊)

（＊）の処理は本デバイスドライバに含まれません。

END END

ETHER通信を終了する

No

Yes

アプリケーションのプロトコル処理によりコール

図 1.  ETHERドライバの使用例 
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ホームページとサポート窓口 

ルネサス エレクトロニクスホームページ 
http://japan.renesas.com/ 

 
お問合せ先 

http://japan.renesas.com/contact/ 
  

http://japan.renesas.com/
http://japan.renesas.com/contact/


 

 

改訂記録 

改訂内容 

Rev. 発行日 ページ ポイント 

1.00 2012.5.7 — 初版発行 

1.01 2012.7.11 — IO 定義ファイルの差し替え 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   



 

 

製品ご使用上の注意事項 

ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本文を参照してください。なお、本マニュアルの本文と異なる記載がある場合は、本文の

記載が優先するものとします。 
 

1. 未使用端子の処理 

【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 

CMOS製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用端子

を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI周辺のノイズが印加され、LSI内部で貫通電流が流れ

たり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用端子の処理」

で説明する指示に従い処理してください。 

2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 

電源投入時には、LSIの内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定です。 

外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子の

状態は保証できません。 

同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットのか

かる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 

3. リザーブアドレスのアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレスのアクセスを禁止します。 

アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレスがあります。これらのア

ドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしないようにしてくださ

い。 

4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 

プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてください。 

リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、ク

ロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子（また

は外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定してから切

り替えてください。 

5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、事前に問題ないことをご確認下さい。 

同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部メモリ、レイアウトパターンの相違などにより、特性

が異なる場合があります。型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実

施してください。 
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